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要旨 

本稿の目的は、非正規雇用の増加との関係に着目しながら厚生年金加入行動の変遷を明

らかにすることにある。長期的な回顧データである「くらしと仕事に関するインターネッ

ト調査：2011 年調査」を利用することで、主に 40 歳以下の既婚女性を対象に、世代によ

る行動の変化を検証した。 

厚生年金加入率と正社員就業率を子どもの有無別にグラフで確認した結果、時勢等によ

って変化が生じやすいのは子どもがいない女性であることがわかった。また、育児休業法

施行後では、不況期において正社員の結婚退職が抑制された可能性が見受けられた。 

次に、プロビット・モデルによって学歴や家族構成といった属性分布をコントロールした

結果、少なくとも 30代前半までの年齢層においては、若い世代で既婚女性の正社員就業が

減少したという事実は見られず、むしろ、非正規雇用による厚生年金への加入者が増加し

ていることが明らかとなった。 

厚生年金加入行動および正社員就業においては、子どもの状況に関する変数が大きな影

響力を持つ。こうした影響は女性の年齢が上がるにつれ小さくなるものの、30代半ば頃ま

では女性の就業行動に強い影響を与える。また、正社員就業よりも厚生年金加入行動の方

が子どもの状況による影響を受けやすい。 

さらに、子どもの有無によって女性の学歴の効果も変わることが確認できた。女性自身

が大卒以上の場合には、主に子どもがいない場合で厚生年金加入や正社員就業に正の効果

がみられる。一方、夫の学歴は安定的な影響力をもち、夫が大卒以上の場合には女性の厚

生年金加入および正社員就業が抑制される傾向がある。 

以上のように、若い既婚女性において非正規雇用での厚生年金加入が増加したことが明ら

かとなった。その背景には、正規就業での再就職の難しさや、正社員就業における労働時

間の長さが問題となっている可能性がある。残業がない働き方を希望する女性において非

正規雇用でのフルタイム就業が有力な選択肢となった結果であるならば、今後は、正社員

であっても残業せずにすむ環境整備が女性の就業促進に重要な政策となるだろう。 

https://www.nensoken.or.jp/publication/nenkinkenkyu/
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１．はじめに 

近年、既婚女性の就業が増加している。夫が雇用就業している世帯では、1997年以降で

は共稼ぎ世帯数が専業主婦世帯数を上回っており、その差は 2012 年頃から急速に拡大し

ている1。大石（2017）は、有配偶女性の雇用者数は 1987 年から 2012 年にかけて約 1.6

倍に増加しており、その大半は非正規雇用者の増加によると指摘する。このように非正規

雇用が増加する一方で、正規雇用と非正規雇用の待遇格差が大きな社会問題となっている。

永瀬（2018）は、有配偶女性が正社員からパート・アルバイトに移動すると、同じ個人で

あっても時間当たり賃金率は 19％程度下がると推計している2。 

日本において女性の就業促進が必要とされるのは、単なる労働力の確保だけが理由では

ない。少子高齢社会における税・社会保障制度の担い手確保および母子家庭が増加する現

状における子どもの貧困を緩和するためにも、経済的自立を可能とするだけの経済力の確

保が必要となる3。例えば Nagase（2017）は、正社員であるかどうかが賃金やその後のキ

ャリアに影響を与えるという視点から、単に就業しているか否かだけではなく、正社員就

業率や正社員の労働時間の変化に焦点を当てることで、安倍政権による女性活躍推進の成

果を検証している。 

本稿の目的は、非正規雇用の増加との関係性に着目しながら既婚女性の厚生年金加入行

動の変遷を明らかにすることにある4。厚生年金に加入するということは、税・社会保障制

度の担い手になることを意味する。また、厚生年金加入者は第３号被保険者よりも年収は

高く5、かつ、老後の年金額も増加する。そのため、厚生年金への加入の有無は女性の経済

力に関する指標の１つとなる6。本稿では、特に結婚や出産・育児との関係を検証するため、

分析対象は 40歳以下の既婚女性に限定する7。 

既婚女性の場合、正社員であれば両立支援制度の恩恵も享受しやすい反面8、正社員とし

て就業することの肉体的・精神的負担によって両立が阻害される側面も併せもつ。内閣府

『平成 22 年版男女共同参画白書』第 1-3-3 図によると、子どもが小学生以下の場合には、

 
1 内閣府『令和元年版男女共同参画白書』I-3-4 図によると、2018 年には、夫が雇用者の場合、妻も雇用者である共稼

ぎ世帯が 1,219 万世帯、専業主婦世帯が 606 万世帯となり、共稼ぎ世帯が専業主婦世帯の２倍の数になっている。 

2 厚生労働省「21 世紀成年者縦断調査」2002-2012 年のデータを用いた分析結果である。さらに永瀬（2018）は、有配

偶女性が正社員から契約社員・嘱託社員・派遣社員に移動した場合には時間当たり賃金は 15％、自営業に移動した場

合には 13％低下すると推計している。 
3 母子家庭の母親の経済力については、高田（2010）、周（2012）が正社員就業における決定要因を分析している。 
4 横山（2018）は本稿と同じデータを用いて厚生年金からの退出行動を分析している。 
5 本稿での使用データでは、2003～2009 年において厚生年金に加入している 40 歳以下の既婚女性の平均標準報酬月額

は 18.8 万円～20.6 万円である（該当女性のサンプルが 50 を超える期間である 2003～2009 年に限定して平均値等を

算出）。2005～2009 年では各年 5 割以上が 20 万円以上の月収を得ている。なお、第３号被保険者の就業実態や年収

分布については、高山（2015）が本稿と同じデータを使用して分析している。 
6 ただし、厚生年金の適用範囲は法改正により変化するため、経済力の指標として用いるには注意を要する。例えば、

週 30 時間働く労働者に加え 2016 年からは従業員 501 人以上の企業では週 20 時間以上働く労働者にも適用されるよ

うになっている。また、1985年改正による 5 人未満の法人事業所への強制適用によって厚生年金適用事業所が増加し

た影響については本稿ではコントロールできていない。本稿では厚生年金加入者のみを「正社員」として扱っている

ため、1985年改正の効果は「正社員」の増加として扱われていることになる。 
7 出産自体は 40 歳以降でも可能ではあるが、使用データでは 40 歳以降の状況が分析可能な世代は限定されるため、上

限を 40 歳とした。例えば、45 歳時点で分析可能な世代は 1966 年度より前に生まれた世代であり、サンプルサイズは

約半分となる。また、こうした世代では 30 歳代後半においてすでに有配偶率も有配偶有子率もほぼ横ばいとなってい

る（本稿の図表 3）。 
8 武内・大谷（2008）は、育児休業制度の利用者に偏りがあるため、女性の就業の二極化に寄与していると指摘する。

また、育児休業制度の改革が女性の就業行動に与える影響に関する先行研究については Yamaguchi（2017）が詳し

い。 
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たとえフルタイム希望者であってもその多くは残業がない仕事を希望している。そのため、

雇用形態の多様化により、それまで残業を理由に正社員就業をあきらめていた女性が、非

正規雇用でフルタイム就業するようになった可能性もある。 

本稿での使用データにおける厚生年金加入者の雇用形態の割合推移を示したものが図表

１である9。1990 年頃には 85％を超えていた正社員割合は 1994 年頃から徐々に減少し、

2007 年以降は 50％台にまで下がった。一方で、1990年代半ばからは非正規雇用（特にパ

ート）による厚生年金加入者の割合が増加し、2003～2009年においてはパート社員、派遣

社員、契約社員の３つの形態が占める割合はそれぞれほぼ等しくなっている。こうした変

化は、正社員としての就業機会の減少によるものなのだろうか。あるいは、働く選択肢が

増えた結果として厚生年金に加入する非正規就業者が増加したからなのだろうか。厚生年

金加入者に占める正社員割合の減少が何を意味するのかについて明らかにする必要がある。 

本稿の構成は以下の通りである。第２節では、分析対象期間における経済情勢や法整備

の動きを概観する。第３節ではデータの特徴を確認し、第４節では、厚生年金加入率と正

社員就業率との関係をグラフから考察する。第５節では、厚生年金加入率は世代によって

異なるのかどうかについて、プロビット・モデルによって学歴等の属性分布をコントロー

ルすることで検証する。第６節はまとめである。 

 

図表１ 厚生年金加入者の雇用形態の内訳：既婚女性 

 

出所）世代間問題研究プロジェクト「くらしと仕事に関するインターネット調査：2011年調査」から筆者作成 

 

２．経済情勢および女性雇用に関する法制度の変化 

女性の就業行動や雇用状況は、経済情勢や関連法制度の整備によって影響を受ける。そ

の結果、厚生年金加入行動にも変化が生じることになる。そこで本節では、1980年代後半

以降 2011年までの経済情勢および労働市場における変化について概観する。 

1980 年代後半のバブル経済が崩壊することで、日本経済は 1991 年から「失われた 20

年」と呼ばれる経済低迷期に突入した。その後、1997・1998年の金融危機もあり、バブル

崩壊後の経済停滞は長期化することとなる。失業率は、バブル崩壊後から 2002 年まで上

 

9 本稿の分析は 40 歳以下の既婚女性を対象とするが、図表１は年齢を限定していない。 
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昇を続けたが、2003年から低下に転じ、リーマンショックが起きる 2008 年までは低下し

続けた。そして 2011年 3月に東日本大震災が起こる。 

2002年以降の景気回復過程の大きな特徴の１つとして非正規雇用の増大があり、労働分

野における規制緩和もこうした動きの一端を担っている。1985年に公布された労働者派遣

法は適用対象事業を限定して認めるというものであったが、1999年には原則自由化（ネガ

ティブリスト化）され、2003年の法改正では、製造業への労働者派遣の解禁や派遣受入期

間の延長（最大３年）が盛り込まれた（2004 年 3 月施行）。こうした動きを背景に、女性

においても勤務時間が長い労働者が増加した。それまで増加していた週 35 時間未満のパ

ートタイム労働者が減少し、週 35時間以上労働のフルタイム派遣・契約・嘱託が増えてい

る。さらに 2006年からは正社員雇用も増加している10。 

2002年から 2008年までの就業率の年齢階級別の変化を分析した「平成 21年度 年次経

済財政報告（第 3－1－3図）」によると、正社員も含めたすべての雇用形態において女性就

業率の上昇への寄与が観察される。特に 40歳代後半以降ではパート・アルバイトの増加が

顕著である。本稿分析対象である 40 歳以下においては派遣社員が大きく増加していると

ともに、特に 30歳代では正社員の増加幅も大きい。 

女性の就業行動に変化を及ぼす要因は経済情勢や労働市場における規制緩和だけではな

い。1986年に男女雇用機会均等法が施行されて以来、女性の就業を促進する法整備が進め

られてきた。1992年 4月から育児休業法が施行され、その後「育児・介護休業法」となっ

て数回に及び改正が行われた。2005年からは取得対象者の範囲が一定の条件を満たす有期

雇用者にも拡大されている。また、少子化対策も女性雇用に影響を与える。1990年に公表

された 1989 年における「1.57 ショック」以来、少子化対策が積極的になされたものの目

に見える効果がなかった。そこで、「子育てと仕事の両立支援」を中心としてきた従前の対

策に加え、2002年「少子化対策プラスワン」以降、政府・地方自治体・企業等が一体とな

った取組みを進める方針となり、国、地方公共団体、事業主に行動計画の策定および提出

を義務づける「次世代育成支援対策推進法」が 2003年に制定された。 

 

３．データ 

３.１ データの説明および特徴 

 以下の分析では、世代間問題研究プロジェクト「くらしと仕事に関するインターネット

調査：2011年調査」の個票を使用する。この調査は、インターネット調査会社にモニター

として登録している人のうち、「ねんきん定期便」が送付された全国の公的年金加入者を対

象としたものである。調査は 2011 年 9 月～12 月に実施され、1950 年 4 月 1 日生まれ～

1981 年 10月 31日生まれの男女計約 6,000人から回答を得ている。また、高山・稲垣・小

塩（2012）は、本調査の利点として長期にわたって正確性が高い回顧データで、かつ被調

査者のドロップアウトの問題がないことを指摘する一方で、高学歴者に偏りがあること、

共済組合加入者が含まれていないこと等を注意点として挙げている。また、データの特徴

として、調査時点における 30歳代回答者（1971～1981年生まれ）の若い女性の有配偶率

が実際よりも若干高く、かつ、厚生年金加入者がやや多いことが挙げられる。一方、40歳

代および 50 歳代回答者（1970 年以前に生まれた女性）では第３号被保険者のサンプルが

 
10 「平成 19年度 年次経済財政報告」pp.175-177。 
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多く、かつ、正社員比率がかなり低くなっている。 

こうした傾向はサンプル構成が高学歴者に偏りがあることが一因であると考えられる。

使用データにおける短大以上の女性割合は、2010 年国勢調査と比べて 30 歳代 1.2 倍、40

歳代 1.2 倍、50 歳代 1.6 倍であり、大卒以上に限定した場合には 30 歳代 2.0 倍、40 歳代

1.9 倍、50 歳代 2.3 倍となる。また、公的調査と比較している時期は調査時点の状況であ

り、世代によって比較するライフステージが異なる。就業行動に与える学歴の効果が家族

構成やライフステージによって異なるとすれば、高学歴者に偏りがあるサンプル構成が公

的年金加入率における違いを生んだ可能性が高い。図表２は、使用データにおける女性の

学歴分布について、主な最終学歴、すなわち、高校、専門学校、短大高専、大学以上（大学

および大学院）について世代別に図示している。女性の高学歴化の進展と、公的調査より

も高学歴者への偏りがあることによって、大学以上が占める割合が若い世代で急増してい

ることに注意する必要がある11。 

 

図表２ データの特徴：女性の学歴構成 

 

出所）図表１と同じ 

 

３.２ 既婚女性の特徴 

本稿では、結婚や出産・育児期の厚生年金加入行動に着目するため、分析対象を 40歳以

下の既婚女性に限定する。ただし、未婚化・晩婚化が進むなかで、既婚女性に限定するこ

とについてはサンプルセレクションの問題が生じる可能性は否定できない。そこで、まず

は、結婚行動や出産行動における世代間の差異を確認する12。 

年齢別有配偶率および有配偶有子率について世代別に図示したものが図表３である。年

齢別有配偶率は、若い世代ほど低くなる傾向が見て取れる。ただし、最も若い世代（生年

度 1977-81 年コホート）は例外で、前述の高山・稲垣・小塩（2012）が指摘するとおり、

 
11 2011 年度に既婚者であった女性に限定して夫の学歴分布を確認したが、夫が大学以上である割合に大きな変化は見

られない。1957-61 年度生まれのみ 64.6％とやや高くなるが、それ以外のコホートではいずれも 50％台である。 
12 例えば、Fukuda（2016）は、1993-2008 年のパネルデータを用いた分析によって、1960 年代生まれの女性では年

収と結婚確率には負の関係がみられたが、1970 年代生まれの女性においては逆の傾向がみられ、年収が高い女性ほど

結婚する確率が高くなったことを明らかにした。こうした変化の背景には、1990 年代における社会経済状況の変化

（若者の雇用の不安定化、女性の急速な高学歴化、共稼ぎ夫婦の増加、性別役割分担意識の変化）があるとされる。

また、岩澤・鎌田（2013）は、『人口動態統計』を用いた推計で、婚前妊娠を伴う結婚が初婚に占める割合は、1975

年の 7％弱から 2000 年代の 2割超にまで増加していることを指摘する。 
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若い世代のサンプルで実際の有配偶率よりも高くなっていることに関係している。では、

結婚した後の出産行動は世代によって差はあるのだろうか。図表３（２）をみると、有配

偶有子率については、1967 年以降の生年度コホートでほぼ同じような水準となっている。

すなわち、最も若い世代である 1977-81年コホートは結婚する時期が早いサンプルが多く

なっているが、結婚後の出産行動は少し上の世代（1967-71年、1972-76年コホート）とほ

ぼ同様な水準にあるといえる。 

なお、以下では既婚女性とは有配偶女性を指すこととし、死別や離別による単身者は含

まないこととする。 

 

図表３ 有配偶率および有配偶有子率 

 

出所）図表１と同じ 

 

４．既婚女性における厚生年金加入率と正社員就業率 

女性の厚生年金加入行動は非正規雇用の増加とどのような関係にあるのだろうか。図表

４（１）は、厚生年金加入率と正社員就業率における年齢による変化を婚姻状態別に図示

している。注意すべきは、厚生年金加入率や正社員就業率の水準を単純に世代間で比較す

ることはできないという点である。前述のとおり、厚生年金加入率における公的調査との

差は世代によっては異なる。学歴の効果をコントロールせずには世代間の比較ができない

ため、ここでは各コホート内における年齢での変化をグラフで確認する。なお、分析対象

は、国民年金の第３号被保険者制度導入後のサンプルに限定する。第３号被保険者制度は

専業主婦世帯を優遇することで共働き世帯を相対的に不利にするため、制度導入によって

既婚女性の就業行動や厚生年金加入行動に影響を与えた可能性があるためである。 

学卒時の景気状況が初職やその後の雇用条件に影響を及ぼすことは「世代効果」として

多くの先行研究で指摘されている13。本稿で使用するデータにおいても、25 歳時点での未

婚者の正社員率は 1989～1993 年度に大学を卒業する生年度 1967-71 年コホート（高卒の

場合には 1985～1989年度に卒業）で 81.0％の高水準にあるが、その後の世代では、68.3％

 
13 労働市場の世代効果に関する先行研究については、太田、玄田、近藤（2007）が詳しい。また、世代効果の長期的

な影響に関する研究として、堀（2019）は 1993 年～2004年における学卒者を就職氷河期世代とし、初職の状況が中

年期になっても持続的な影響を及ぼしていることを指摘している。さらに、本稿と同じデータを用いた丸山（2019）

は、男性の場合には初職がその後のキャリアや老後の年金水準に影響を与えるものの、女性の場合にはこうした影響

は見られず、結婚や第 3 号被保険者制度が経済面での不利をカバーしたと考察している。 
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（生年度 1972-76年コホート）、63.7％（生年度 1977-81年度コホート）と低下している。

さらに、未婚者の正社員就業率の変化においては、年齢層が上がるにつれ世代による違い

がより大きくなっている。雇用形態の多様化が進み、初職が正社員であっても転職の際に

非正規雇用を選択する機会が増えた可能性がある一方、正社員としての転職先が見つから

なかった可能性もある14。また、27歳以上の既婚者の正社員就業率をみると、1962年度以

降に生まれた世代における正社員就業率はいずれも同じような水準で、かつ、30歳以降は

あまり変動しない（1977-81年コホートの一部の年齢を除く）。すなわち、図表４（１）か

ら、雇用形態の多様化は未婚女性においては正社員就業率の変化として確認できる一方で、

既婚女性における正社員としての就業行動にはあまり影響を及ぼしていないようにみえる。 

では、既婚女性の厚生年金加入率の動きはどうであろうか。図表４（１）および子ども

の有無別に示した図表４（２）を見ると、子どもがいる場合には年齢による変動は少ない

ものの（生年度 1977-81年度コホートを除く）、若い世代で 30歳以降に厚生年金加入率

がやや上昇する傾向が見られる。一方、子どもがいない場合には年齢によって変動する傾

向が見られ、その動きは世代によって異なる。 

図表５は、厚生年金加入率と正社員就業率を世代別・子どもの有無別に示している。図

表５から、主に次の３点が読み取れる。第１に、いずれの世代においても、厚生年金加入

率は明らかに子どもがいない既婚女性の方が高い。第２に、子どもがいる既婚女性では厚

生年金加入者の大部分を正社員が占める傾向があるのに対し、子どもがいない既婚女性で

は正社員以外の働き方も選択されており、その割合は若い世代ほど大きくなっている。

1967 年以降に生まれた世代で有配偶有子率が低くなっていることを考慮すれば、若い世代

の既婚女性で非正規雇用による厚生年金加入が増加しているといえる15。第３に、1990年

代半ば以降、子どもがいる女性においても非正規雇用による厚生年金加入者は若干増加す

るものの、1967-71年コホートにおいてはそうした傾向はみられない。 

さらに、時勢の変化との関係について考察したい。ただし、図表５ではコホート別に各

年齢での割合を示しているため、ある年次に発生したイベントの効果は分散されて図示さ

れることになり、景気や法整備の影響が見えにくくなっている。例えば、1957-61 年コホ

ートにおいて育児休業制度が施行された 1992 年の状況を含む年齢は 31~35 歳であり、図

表ではコホートの中央に位置する 33 歳を中心に主に該当するであろう範囲を矢印で示し

ている。どの世代においても共通しているのは、時勢等によって就業行動に変化が生じや

すいのは子どものいない女性であるという点である。また、子どもがいる女性においては、

29～31 歳では非正規就業による厚生年金加入者が非常に少ないという点も共通している。 

樋口・佐藤（2010）によると、育児休業法施行後に結婚した人の結婚退職率はそれ以前

に結婚した人よりも低く、かつ、その効果は徐々に大きくなっている。また、育児休業法

施行後出産ダミーと失業率の交差項を用いて推定した結果、育児休業法施行後は失業率が

3.2％を超えると出産退職が抑制されると指摘する。ただし、この推定は結婚退職について

 
14 正社員ほど結婚する傾向があるとするならば、非正規雇用への転職が少なくても正社員率は下がることになり、サン

プルセレクションバイアスが生じている可能性もある。 
15 未婚者についても同様である。若い世代において有配偶率は低下しており、そうした世代の未婚女性で非正規雇用に

よる厚生年金加入割合が増加していることから、若い世代で非正規雇用による厚生年金加入者が増えていることがわか

る。さらに、未婚女性におけるこうした動向が、その後結婚し子どもがいない期間にも、未婚の時期と同じように非正

規雇用で厚生年金に加入するという行動につながっている可能性がある。 
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は行われていないため、失業率が上昇したときに結婚退職が抑制されたかどうかは明らか

にされていない。 

図表５において、育児休業法によって不況期に正社員の出産退職が抑制された傾向は読

み取れないものの、結婚退職が抑制された可能性は見受けられる。1957 年以降コホートで

は、年齢が上がるにつれて子どもがいない女性の正社員就業率は低下する傾向があるが、

不況期直後には正社員就業率はむしろ上昇しており、こうした変動は結婚退職が抑制され

たことを示唆する。例えば、1957-61 年コホートおよび 1962-66 年コホートで、バブル崩

壊後の正社員の結婚退職が 1992 年の育児休業制度導入によって減少したであろう傾向が

若干みられる。また、1997・1998年の金融危機の影響により正社員の結婚退職が抑制され

た傾向が 1962-1966 年コホートおよび 1967-71 年度コホートでみられ、さらに、2008 年

のリーマンショックによる影響は 1972-76年および 1977-81年度コホートでみられる。  
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図表４ 厚生年金加入率と正社員就業率 

（１） 婚姻状態別でみた厚生年金加入率と正社員就業率

 

（２） 子どもの有無別でみた既婚女性の厚生年金加入率 

 

注）第３号被保険者制度導入後に限定。厚生年金加入率及び正社員就業率ともに、年金不明者や非加入者を除いて計算し

た。正社員は厚生年金加入者に限定。観測数が 30 未満の場合は図示していない。子どもの有無で分けた（2）につい

ては観測数を確保するために 27 歳からの図示となっている。 

出所）図表１と同じ 
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図表５ 世代別でみた厚生年金加入率および正社員就業率（既婚女性） 

 

注）第３号被保険者制度導入後に限定。厚生年金加入率及び正社員就業率ともに、年金不明者や非加入者を除いて計算し

た。正社員は厚生年金加入者に限定。観測数が 30 未満の場合は図示していない。 

出所）図表１と同じ 

 

また、バブル崩壊後から非正規雇用での厚生年金加入者が子どものいない既婚女性で増

加しており、こうした行動は不況期における家計補助が目的であると考えられる。その後

も非正規雇用での厚生年金加入率は徐々に増加するが、その原因が 1998 年頃の金融危機

にあるのか 1999年の派遣法改正にあるのかは判別できない。ただし、2000年以降の景

気回復過程においても非正規雇用が増加していることについては、雇用形態の多様化によ

る就業機会の増加が主な要因であると考えられる。 

 

５．回帰分析 

前節では、既婚女性の正社員就業率の動きには世代による違いがあまり見られない一方

で、若い世代ほど非正規雇用による厚生年金加入者が増えていることを確認した。しかし、
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厚生年金加入率や正社員就業率の水準については、学歴構成が公的調査と異なるため世代

間の比較はできなかった。また、たとえ学歴構成が公的調査と同じであったとしても、学

歴や家族構成等の属性分布の世代による違いが厚生年金加入率や正社員就業率の世代によ

る差に寄与している可能性が残る。 

そこで以下では、学歴や家族構成等の属性分布をプロビット・モデルによってコントロ

ールしたうえで、厚生年金加入率や正社員就業率が世代によって異なるのかどうかを確認

する。被説明変数には、厚生年金加入に関する変数と正社員就業に関する変数の２種類を

用いる。厚生年金については、厚生年金に加入している場合には１、そうでない場合には

0をとるダミー変数を用いる。正社員就業に関しては、正社員就業の場合に 1、そうでない

場合には 0 をとるダミー変数を用いる16。前節同様、分析対象は国民年金の第３号被保険

者制度導入後のサンプルに限定する。 

説明変数には、夫の学歴（大学以上ダミー17）、本人の学歴（大学以上ダミー18）、子ども

の状況および生年度コホートに関する変数を用いる。夫の学歴は夫の収入の代理変数とし

て、あるいは、学歴による家族観の違いを反映する変数として用いるため、夫の学歴が高

いほど妻は就業しない、あるいは、厚生年金に加入しないことが予想される。学歴が高い

ほど得られるであろう賃金が高いと考えられるため、女性自身の学歴が高いほど就業する

と予想される。子どもがいる場合には就業が抑制され、特に末子が小さい場合にはさらな

る就業抑制が予想される。そこで、子どもに関する変数として、子ども数、末子 3 歳未満

ダミー、子どもなしダミーを用いる19。また、世代に関する変数として、生年度および世代

ダミーを使用する。 

26～40歳時点20での各変数の平均値は図表６にある。年齢によってサンプルに含まれる

世代幅が異なることに注意が必要である。第３号被保険者制度導入後のサンプルに対象を

絞るため、20 歳代では 1956 年度以前に生まれた女性は含まれていない。一方、分析対象

年齢が上がるほど若い世代の割合が減少していき、35 歳を超えると最も若い世代である

1977-81 年コホートが含まれなくなる。子どもがいない割合は年齢が上がるほど減少し、

また、末子が 3歳未満である割合は 28～33歳で 4割を超す。 

以下では、次のようなプロビット・モデルで推定する。 

 

𝑦𝑖 = {
1, 𝑦𝑖

∗ > 0

0, 𝑦𝑖
∗ ≤ 0

 

 
16 厚生年金に加入している正社員就業を前提とする。正社員であっても厚生年金に加入していないとする回答もあり、
回答者は共済年金加入者や適用除外の事業所での労働者であると考えられる。こうした場合には被説明変数は 0 とす

る。 
17 後述する推定式(1)を用いて夫の学歴水準に関する他のダミー（専門学校ダミー、短大高専ダミー）も入れた推定を

行ったが、有意な影響は少なかった。正社員ダミーを被説明変数にした場合に、専門学校ダミーが 33 歳（10％水

準）、短大高専ダミーが 38 歳（5％水準）、39 歳（10％水準）で有意になったのみである。なお、夫の学歴は 2011 年

時点の配偶者の情報である。女性が離婚と再婚を経験している場合には分析時点での夫の学歴とは異なる可能性があ

るが、同程度の学歴水準の男性と再婚すると仮定して 2011 年度における配偶者の学歴水準を使用した。 
18 後述する推定式(1)を用いて女性自身の学歴水準に関する他のダミーも入れた推定を行ったが（専門学校ダミー、短

大高専ダミー）、大学以上ダミー以外では有意な影響は得られなかった。 
19 末子 3 歳未満ダミーは「同居の子がいて、かつ、3 年以内の出産あり」、子どもなしダミーは「同居する子がいな

い」場合に１をとるダミーをとした。なお、同様に末子 1歳未満ダミーおよび末子 2 歳未満ダミーを作成し、後述す

る推定式(1)を用いた分析も行ったが、もっとも影響力を持つ末子 3 歳未満ダミーを使用することとした。 
20 子どもがいる大卒者のサンプルを確保するため、推定の分析対象は 26 歳以上とした。 
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ここで、𝑦𝑖 は個人 iが厚生年金に加入している場合（あるいは正社員就業をしている場合）

に１、そうでない場合に 0 をとるダミー変数である。潜在変数 𝑦𝑖
∗ について、説明変数の

ベクトルを𝑋𝑖とすると、 𝑦𝑖
∗ の推定式は下記のようになる。 

 

𝑦𝑖
∗ = 𝑋𝑖𝛽 + 𝑢𝑖             (1) 

 

図表７は 30歳時点に関する分析結果を示している。図表７の推定式(1)の結果をみる

と、厚生年金への加入および正社員就業のどちらにおいても、夫の学歴が大卒以上の場合

に有意に負となっており、夫が大卒以上の場合には妻の厚生年金加入や正社員就業が減少

する傾向にある。一方、女性本人が大卒以上の場合には、厚生年金加入および正社員就業

の確率が上昇する。子どもの状況による影響は大きく、子ども数が増えると厚生年金への

加入および正社員就業の確率が低下する。さらに、末子が 3歳未満の場合には厚生年金加

入の確率が 13.0％ポイント、正社員就業の確率が 7.9％ポイント低下する。生年度による

効果においては、厚生年金加入と正社員就業とではその影響力は異なる。生年度は正社員

就業に対しては有意な影響を持たないのに対し、厚生年金加入行動には有意な影響を与え

ており（5％水準）、若い世代ほど厚生年金に加入する傾向がみられる。すなわち、既婚女

性の正社員就業については世代による差はないが、若い世代においては非正規雇用で厚生

年金に加入する人が増えたことを意味する。 
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図表６ 記述統計量 

 

 

 

  

（１）ダミー変数の平均値

厚生年金

加入

正社員

就業

夫が大学

以上

大学以上 大学以上

×子あり

大学以上

×子なし

末子３歳

未満

子ども

なし

（観測数）

26歳 0.315 0.262 0.436 0.223 0.033 0.190 0.341 0.590 (390)

27歳 0.284 0.230 0.485 0.256 0.074 0.182 0.354 0.541 (582)

28歳 0.253 0.206 0.504 0.278 0.105 0.173 0.430 0.465 (800)

29歳 0.230 0.177 0.521 0.297 0.132 0.165 0.464 0.424 (1010)

30歳 0.222 0.168 0.531 0.308 0.153 0.155 0.465 0.389 (1199)

31歳 0.211 0.160 0.539 0.310 0.167 0.143 0.451 0.352 (1368)

32歳 0.189 0.141 0.550 0.302 0.186 0.116 0.441 0.299 (1466)

33歳 0.181 0.133 0.549 0.303 0.203 0.100 0.411 0.264 (1553)

34歳 0.165 0.119 0.536 0.292 0.206 0.087 0.357 0.235 (1618)

35歳 0.166 0.117 0.537 0.285 0.209 0.076 0.305 0.215 (1641)

36歳 0.157 0.114 0.536 0.282 0.209 0.073 0.229 0.197 (1622)

37歳 0.157 0.114 0.545 0.284 0.218 0.066 0.187 0.192 (1579)

38歳 0.158 0.113 0.547 0.274 0.218 0.056 0.140 0.187 (1526)

39歳 0.157 0.116 0.549 0.270 0.219 0.051 0.110 0.181 (1488)

40歳 0.161 0.114 0.550 0.262 0.213 0.050 0.076 0.175 (1425)

（２）変数の記述統計量

平均 標準偏差 最小値 最大値 平均 標準偏差 最小値 最大値

26歳 70.0 5.60 61 81 0.55 0.76 0 3

27歳 69.1 6.23 59 81 0.63 0.80 0 4

28歳 68.3 6.83 58 81 0.74 0.81 0 4

29歳 67.8 7.16 57 81 0.82 0.84 0 4

30歳 67.4 7.40 56 81 0.92 0.89 0 4

31歳 66.5 7.55 55 80 1.02 0.92 0 4

32歳 65.6 7.59 54 79 1.16 0.94 0 4

33歳 64.8 7.62 53 78 1.27 0.97 0 4

34歳 63.8 7.71 52 77 1.38 0.97 0 4

35歳 62.9 7.62 51 76 1.46 0.98 0 4

36歳 61.9 7.46 50 75 1.53 0.98 0 4

37歳 61.5 7.18 50 74 1.58 0.99 0 4

38歳 60.9 6.81 50 73 1.60 0.98 0 5

39歳 60.5 6.54 50 72 1.62 0.99 0 5

40歳 60.0 6.28 50 71 1.65 0.99 0 5

（生年度） （子ども数）
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図表７ 30歳時点における推定結果：プロビット・モデル分析 

 

注）***、**、*はそれぞれ 1、5、10％水準で有意であることを示す。疑似決定係数:MacFadden。 

 

厚生年金への加入も正社員就業も、子どもの状況に大きく左右されることが確認できた。

子どもがいる場合には保育料や両立のための時間制約の厳しさから留保賃金が高くなると

すれば、期待賃金の代理変数である学歴の効果も子どもの有無によって異なることが予想

される。そこで、妻の学歴の効果を子どもの有無によって区別して推定するため、下記の

推定式を用いる。 

 

𝑦𝑖
∗ = 𝛼1𝐷𝑖 ∙ 𝑢𝑛𝑖𝑣𝑖 + 𝛼2(1 − 𝐷𝑖)𝑢𝑛𝑖𝑣𝑖 + 𝑋′

𝑖𝛽′ + 𝑢𝑖   (2) 

 

ここで、子どもがいる場合に１をとるダミー変数を Di、大卒以上の場合に１をとるダミー

変数を𝑢𝑛𝑖𝑣iとし、学歴以外の説明変数のベクトルを𝑋𝑖′とする。図表７の推定式(2)の結果に

よると、予想どおり、学歴の効果は子どもの有無によって異なる。厚生年金加入において

も正社員就業においても、子どもがいない場合でのみ大学以上ダミーが有意な効果をもっ

ている（正社員就業においては 5％有意水準）。厚生年金加入については、子どもがいない

場合の大卒以上ダミーの限界効果は 13.9％ポイント、正社員就業については 8.1％ポイン

（１）被説明変数：厚生年金加入＝１

推定式(1) 推定式(2) 推定式(3) 推定式(4)

dF/dx Std. Err. dF/dx Std. Err. dF/dx Std. Err. dF/dx Std. Err.

夫大学以上 -0.082 0.025 *** -0.079 0.025 *** -0.084 0.025 *** -0.080 0.025 ***

大学以上 0.083 0.029 ***

　×子あり 0.014 0.041 0.049 0.045 0.012 0.041

　×子なし 0.139 0.041 *** 0.111 0.041 *** 0.137 0.041 ***

末子３歳未満 -0.130 0.030 *** -0.112 0.032 *** -0.059 0.038 -0.110 0.032 ***

子ども数 -0.097 0.019 *** -0.087 0.019 *** -0.026 0.027 -0.086 0.019 ***

生年度 0.004 0.002 ** 0.004 0.002 **

　×子あり 0.002 0.002

　×子なし 0.005 0.002 ***

生年度72-76 0.020 0.040

生年度67-71 -0.028 0.037

生年度66年以前 -0.060 0.035 *

観測数 1199 1199 1199 1199

疑似決定係数 0.1372 0.1414 0.1488 0.1433

（２）被説明変数：正社員就業＝１

推定式(1) 推定式(2) 推定式(3) 推定式(4)

dF/dx Std. Err. dF/dx Std. Err. dF/dx Std. Err. dF/dx Std. Err.

夫大学以上 -0.060 0.022 *** -0.059 0.022 *** -0.061 0.022 *** -0.058 0.022 ***

大学以上 0.056 0.025 **

　×子あり 0.025 0.037 0.039 0.040 0.024 0.037

　×子なし 0.081 0.035 ** 0.070 0.035 ** 0.083 0.036 **

末子３歳未満 -0.079 0.027 *** -0.071 0.029 ** -0.050 0.033 -0.069 0.029 **

子ども数 -0.075 0.017 *** -0.071 0.017 *** -0.047 0.025 * -0.070 0.017 ***

生年度 0.000 0.001 0.000 0.001

　×子あり 0.000 0.002

　×子なし 0.001 0.002

生年度72-76 0.057 0.040

生年度67-71 0.027 0.039

生年度66年以前 0.022 0.034

観測数 1199 1199 1199 1199

疑似決定係数 0.0896 0.0908 0.0924 0.0932
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トとなり、それぞれ夫の学歴よりもその影響力は大きくなる。 

 さらに、子どもの有無によって世代に関する変数の効果も異なる可能性がある。この可

能性を検証するため、推定式(2)を修正したものが推定式(3)である。 

 

𝑦𝑖
∗ = 𝛼1𝐷𝑖 ∙ 𝑢𝑛𝑖𝑣𝑖 + 𝛼2(1 − 𝐷𝑖)𝑢𝑛𝑖𝑣𝑖 +  𝛼′

1𝐷𝑖 ∙ 𝑐𝑜ℎ𝑜𝑟𝑡𝑖 + 𝛼′
2(1 − 𝐷𝑖) ∙ 𝑐𝑜ℎ𝑜𝑟𝑡𝑖 +

𝑋′′
𝑖𝛽′′ + 𝑢𝑖   (3) 

 

ここで、生年度を示す変数を𝑐𝑜ℎ𝑜𝑟𝑡iとし、学歴および生年度以外の説明変数のベクトルを

𝑋𝑖′′とする。図表７の推定式(3)の推定結果をみると、厚生年金加入行動における世代による

効果も子どもの有無によって異なり、若い世代ほど加入する傾向は子どもがいない女性に

みられるものだといえる21。 

また、推定式(2)の生年度に関する変数を世代ダミーに置き換えたものが図表７における

推定式(4)である。世代ダミーについては、1977年以降に生まれた世代がベースカテゴリと

なっている。推定結果をみると、1966年以前に生まれた世代は 1977年以降に生まれた世

代に比べて厚生年金加入率は低くなっているが（10％有意水準）、正社員就業については有

意な差は見られない。 

30 歳時点での推定結果（図表７）をまとめると、以下のようになる。まず、子どもがい

る場合や夫が大卒以上の場合に、厚生年金加入行動も正社員就業もともに抑制される傾向

がある。女性の学歴は子どもがいない場合に影響力を持ち、子どもがいない大卒以上の女

性で厚生年金加入および正社員就業の確率が上昇する。正社員就業については世代による

差はないにもかかわらず、厚生年金へは若い世代ほど加入する傾向があり、これはすなわ

ち、正社員以外の働き方が若い世代で増えたことで厚生年金加入者が増加していることを

意味する。1977年以降に生まれた世代と比べて 1966年以前に生まれた世代では厚生年金

加入率が低い。さらに、厚生年金加入行動における世代による効果は子どもの有無によっ

て異なり、若い世代ほど加入する傾向は子どもがいない女性でのみ確認できる。 

次に、推定式(1)～推定式(3)を用いて 26～40歳の各年齢別で同様に推定した（付表 1～付

表 3）。このうち、推定式(2)および推定式(3)の世代に関する変数の推定結果をまとめたも

のが図表８である。厚生年金加入行動においては、27～33歳では若い世代ほど厚生年金に

加入する傾向があり、特に子どもがいない女性でその傾向が強い。一方、正社員就業をみ

ると 30 歳前半までは世代による差は生じていない。すなわち、30 代前半までの年齢層で

は、若い世代ほど非正規雇用による厚生年金加入者が増えているといえる。なお、30代後

半においてはこうした傾向はみられないものの（37歳「生年度×子なし」を除く）、35歳お

よび 40歳時点では若い世代ほど正社員就業が減少する傾向がみられる。 

 

 
21 推定式(3)では、子どもに関する変数が複数使用されているため多重共線性の可能性がある。そこで、多重共線性の

有無を確認するため、推定式(3)において学歴を子どもの有無別で分けずに推定したところ推定結果に大きな違いは見ら

れなかった。同様に、推定式(3)から「末子３歳未満ダミー」を除いた推定も行ったが推定結果に大きな違いはなかっ

た。 
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図表８ 世代に関する変数の結果 

 

注）***、**、*はそれぞれ 1、5、10％水準で有意であることを示す。 

 

ちなみに、世代に関する変数を解釈する際、分析対象となる年齢層によってサンプルに含

まれる世代構成が異なるという点に注意しなければならない。図表８において、30代前半

まででのみ世代の効果が有意に出た理由が、「30 代前半」という年齢層特有の事情がある

ためなのか、それとも、30代後半から若い世代のサンプルが含まれなくなるからなのかは

判別できない。 

さらに、世代ダミーを用いた推定式(4)について、1962年度以降に生まれた世代に限定し

て分析を行った（付表４）。サンプルの世代構成の関係から、30 歳以下の年齢についてコ

ホートによる分析を行い、その世代ダミーの結果をまとめたものが図表９である。27～29

歳において、1977-81年度に生まれたコホートは、1971年以前に生まれた世代よりも厚生

年金加入する確率が有意に高い一方で、正社員就業については世代による差は見られない。

すなわち、若い世代ほど非正規就業による厚生年金への加入が増加したことがわかる。た

（１）被説明変数：厚生年金加入＝１

推定式(2) 推定式(3)
生年度 生年度×子あり 生年度×子なし

dF/dx Std. Err. dF/dx Std. Err. dF/dx Std. Err.
26歳 0.006 0.004 0.003 0.005 0.007 0.005 *
27歳 0.006 0.003 ** 0.006 0.003 ** 0.006 0.003 **
28歳 0.005 0.002 ** 0.005 0.002 ** 0.005 0.002 **
29歳 0.006 0.002 *** 0.005 0.002 ** 0.007 0.002 ***
30歳 0.004 0.002 ** 0.002 0.002 0.005 0.002 ***
31歳 0.003 0.001 ** 0.002 0.002 0.005 0.002 ***
32歳 0.003 0.001 ** 0.003 0.001 ** 0.004 0.001 ***
33歳 0.004 0.001 *** 0.004 0.001 *** 0.004 0.001 ***
34歳 0.002 0.001 0.002 0.001 0.002 0.001 *
35歳 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001
36歳 0.001 0.001 0.001 0.001 0.002 0.001
37歳 0.001 0.001 0.001 0.001 0.003 0.001 **
38歳 0.000 0.001 0.000 0.001 0.001 0.001
39歳 0.000 0.001 0.000 0.001 0.001 0.002
40歳 -0.002 0.002 -0.003 0.002 * -0.001 0.002

（２）被説明変数：正社員就業＝１

推定式(2) 推定式(3)
生年度 生年度×子あり 生年度×子なし

dF/dx Std. Err. dF/dx Std. Err. dF/dx Std. Err.
26歳 0.002 0.004 0.000 0.004 0.003 0.004
27歳 0.003 0.003 0.003 0.003 0.002 0.003
28歳 0.002 0.002 0.002 0.002 0.001 0.002
29歳 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002
30歳 0.000 0.001 0.000 0.002 0.001 0.002
31歳 0.000 0.001 0.000 0.001 0.001 0.001
32歳 0.000 0.001 0.000 0.001 0.001 0.001
33歳 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001
34歳 0.000 0.001 0.000 0.001 0.000 0.001
35歳 -0.002 0.001 * -0.002 0.001 * -0.002 0.001 *
36歳 0.000 0.001 -0.001 0.001 0.000 0.001
37歳 0.000 0.001 0.000 0.001 0.000 0.001
38歳 -0.001 0.001 -0.002 0.001 0.000 0.001
39歳 -0.001 0.001 -0.002 0.001 -0.001 0.001
40歳 -0.004 0.001 *** -0.004 0.001 *** -0.003 0.001 **
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だし、30 歳については、1961 年以前に生まれた女性もサンプルに含む図表７の推定結果

とは異なり、厚生年金加入率においても世代による差は見られない。 

 

図表９ 世代ダミーの結果 

 

注）***、**、*はそれぞれ 1、5、10％水準で有意であることを示す。 

 

年齢が上がると若い世代のサンプルがなくなるため、推定式（4）を 30 歳以上の年齢で

該当年ダミーを用いて分析を行った結果が図表 10 にある。30 歳から 33 歳では、2007 年

以降は 1996 年以前と比べて（33 歳においては 2001 年以前と比べて）厚生年金への加入

確率は有意に高いが、正社員確率においては時期による差はみられない。したがって、こ

うした時期においては非正規雇用による厚生年金への加入が増加したことを意味する。ま

た、35~36歳においては 2007-2011年で厚生年金加入確率が上がったというよりはむしろ、

この時期に 67-71 年コホートで厚生年金加入率が低くなっていることによるだろう（図表

５）。38 歳では、2007 年以降に比べて 1997-2001 年および 2002-2006 年に非正規雇用に

よる厚生年金加入率が高くなっている（1997-2001 年は厚生年金加入者が多く正規雇用に

は差がない。2002-2006 年は厚生年金加入者には差はないが正社員就業率が低い）。また、

40歳においては、1996 年以前の方が 2007年以降よりも正社員就業が多い。 

以上、世代に関する結果をまとめると次のようになる。30 代前半までの年齢層において

は、非正規雇用の増加によって既婚女性の正社員就業が阻害されたという事実は見られな

い一方で、正社員以外の働き方による厚生年金への加入が若い世代で増加しており、雇用

形態の多様化が既婚女性の厚生年金への加入を促進していることが窺える。こうした傾向

は、特に子どもがいない女性でより顕著にみられる。しかし、30歳代とは異なり、40歳で

は一転して若い世代で正社員就業が減少している。 

 

  

（１）被説明変数：厚生年金加入＝１

26 歳 ** **

27 歳 ** **

28 歳 * ** カテゴリ

29 歳 ** *

30 歳

（２）被説明変数：正社員就業＝１

26 歳

27 歳

28 歳 カテゴリ

29 歳

30 歳

生年度67-71 生年度72-76 生年度77-81

-0.113 -0.141 -0.155

生年度62-66

-0.005 0.006

-0.035

-0.030

-0.092 -0.078 -0.037

-0.068 -0.026 0.022

-0.048

生年度62-66 生年度67-71 生年度72-76

ベース

-0.052 -0.091

-0.050 -0.055

生年度77-81

-0.122 -0.124 -0.081 ベース

-0.083 -0.110 -0.058

-0.035 -0.047 -0.037

0.022 0.032 0.060
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図表 10 該当年ダミーの結果 

 

注）***、**、*はそれぞれ 1、5、10％水準で有意であることを示す。 

 

世代に関する変数以外の影響については以下のとおりである（付表１～付表５）。厚生年

金加入および正社員就業において子どもの状況に関する変数が大きな影響力を持つ。女性

の年齢が上がるにつれ子ども数の影響は小さくなるものの、30代半ば頃までは女性の就業

行動に強い影響を与える。末子３歳未満ダミーは、厚生年金加入について 29～34歳、正社

員就業では 30～32 歳頃に負で有意な効果を持ち、影響を受ける年齢幅においてもその影

響の度合いにおいても、正社員就業より厚生年金加入行動の方が末子年齢の影響を受けや

すい。 

また、子どもの有無によって女性の学歴の効果も変わることが確認できる。女性自身が

大卒以上の場合には、主に子どもがいない場合で厚生年金加入や正社員就業に正の効果が

みられる。一方、夫の学歴は 28歳以上の年齢で安定的な影響力をもち、夫が大卒以上の場

合には女性の厚生年金加入および正社員就業が抑制される傾向がある。学歴の効果は夫と

妻とで逆の効果を持つため、夫婦ともに大卒である場合、子どもがいない女性では女性自

身の学歴の効果が強く作用して厚生年金加入確率が高まる。夫婦ともに大卒で、かつ、子

どもがいない場合の正社員就業確率については、30歳代半ばまでは妻の学歴の効果により

上昇する傾向があるが、30歳代半ば以降は夫の学歴の影響を強く受け、正社員就業確率は

低下することになる。子どもがいる場合には妻の学歴はほとんど影響力をもたないため、

妻が大卒であっても夫が大卒であるならば厚生年金加入確率も正社員就業確率も下がるこ

とになる。 

（１）被説明変数：厚生年金加入＝１ （生年度）

50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81

1996年以前ダミー

30 歳 *

31 歳 **

32 歳 **

33 歳 ** *

34 歳

35 歳 *

36 歳 ** カテゴリ

37 歳

38 歳 **

39 歳

40 歳

（２）被説明変数：正社員就業＝１ （生年度）

50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81

1996年以前ダミー

30 歳

31 歳

32 歳

33 歳

34 歳

35 歳 *

36 歳 カテゴリ

37 歳

38 歳 *

39 歳

40 歳 **

1997-2001ダミー 2002-2006ダミー 2007-2011

0.051 0.044 -0.015

0.006 0.000 -0.017

0.041 0.008 -0.007 ベース

0.016 -0.012 -0.004

0.004 0.020 -0.039

0.016 0.018 -0.026

0.006 -0.019 -0.025

-0.011 0.011 -0.014

-0.011 -0.017 -0.011

0.000 0.019 0.007

0.027 0.0570.022

0.034 0.046 0.018

-0.007 0.069 -0.035

0.016 0.049 0.019

-0.037 -0.031 -0.055

-0.019 0.017 -0.029

-0.025 -0.043 -0.017

-0.026 -0.030 -0.047 ベース

-0.062 -0.011 -0.023

-0.063 -0.044 -0.022

-0.062 -0.035 -0.015

0.020

1997-2001ダミー 2002-2006ダミー 2007-2011

-0.028-0.060



29 

 

６．おわりに 

本稿では、非正規雇用の増加との関係に着目しながら厚生年金加入行動の変遷を明らか

にするため、主に 40歳以下の既婚女性を対象に分析を行った。長期的な回顧データである

「くらしと仕事に関するインターネット調査：2011 年調査」を利用することで、世代によ

る行動の変化を検証した。2011年までの日本の既婚女性の経済力の変化に関して、本稿で

得られた主な知見は以下のとおりである。 

第１に、既婚女性の厚生年金加入者に占める正社員割合が年々減少している。1990 年頃

には 85％を超えていたが、1990 年代中旬頃から減少し、2007～2011 年は 50％台となっ

ている。こうした傾向について、少なくとも 30代前半までの年齢層においては、若い世代

で既婚女性の正社員就業が減少したという事実は見られず、むしろ、非正規就業の増加に

よって厚生年金加入者が増加したといえる。 

第２に、どの世代の既婚女性においても、時勢等によって就業行動に変化が生じやすいの

は子どもがいない女性である。育児休業法施行後では、不況期において正社員の結婚退職

が抑制された可能性がある。ただし、出産退職が抑制された傾向はグラフからは確認でき

なかった。 

第３に、若い既婚女性の厚生年金加入行動の決定において最も影響力を持つ要因は、子ど

もの状況である。こうした影響は女性の年齢が上がるにつれ小さくなるものの、30代半ば

頃までは女性の就業行動に強い影響を与える。また、正社員就業よりも厚生年金加入行動

の方が子どもの状況による影響を受けやすい。 

第４に、夫が大卒以上の場合には、厚生年金加入および正社員就業は抑制される傾向があ

る。一方、女性自身の学歴が大卒以上の場合には、主に子どもがいない場合に厚生年金加

入率や正社員就業率が高くなる傾向がみられる。子どもがいる場合には留保賃金が高くな

ることから、女性の学歴の影響がでにくくなっていると考えられる。 

以上のように、若い既婚女性において非正規雇用での厚生年金への加入が増加したこと

が確認できたが、その背景として、正社員としての再就職先を見つけることが困難であっ

た可能性がある。あるいは、正社員就業における労働時間の長さが問題となっている可能

性もある。残業がない働き方を希望する女性において非正規雇用でのフルタイム就業が有

力な選択肢となった結果であるならば、今後は、正社員であっても残業せずにすむ環境整

備が女性の就業促進に非常に重要な政策となる22。 

最後に、本稿に残された課題点について述べたい。第１に、本稿で使用したデータは、共

済年金と厚生年金が一元化される以前のものであり、過去の履歴について共済年金に加入

していたとしてもそれを判別することができない。本稿では厚生年金に加入している正社

員のみを正社員就業として扱ったが、公務員女性については無職のグループに分類された

ことになる。第２に、国立社会保障・人口問題研究所「第 15回出生動向基本調査（夫婦調

査）」において、2010年頃から出産後の働き方が大きく変化したことが指摘されている23。

 
22 本稿の分析期間以降においては、正社員の長時間労働で改善の兆しがみられる。前述の Nagase (2017)は、2013-

2015 年の政策効果を測る DD分析によって、特に幼い子どもがいる正社員の母親で労働時間が顕著に減少しているこ

とを指摘している。 
23 第１子出産前後の女性が就業継続する割合が上昇している。第１子出産後の就業継続率は 1985 年以降ずっと 40％前

後で推移していたが、2010～2014 年に第１子出産した女性においては継続就業率が 53.1％に上昇した。特に、正社

員の就業継続率が上昇し、69.1％が第１子出産後に就業継続している（パート・派遣の場合は 25.2％）。 
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本稿での分析対象は 2011 年までのデータであるため、今後、より直近のデータを用いて検

証を行う必要がある。第３に、2010年代において非正規雇用の不安定性が社会問題として

取り挙げられるようになっているが、非正規労働者の雇用の安定性については本論文では

扱うことができなかった。雇用形態の多様化と雇用の安定性については今後の課題とした

い。 
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付
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